
プログラム

まず、自己紹介をいたします。

昭和３４年８月ＬＰガス事業を開業する。

平成１０年４月和歌山県ＬＰガス協会の役員に就任

平成１３年４月県協会の副会長になる。

平成１９年５月２３日県知事表彰を受ける。

ロータリーは平成１２年頃、元クラブ会長の髙橋武

雄氏に勧められて入会しました。

会員卓話

広井 永吉 会員
(昭和6年生れ）

(平成12年5月入会）

■ＲＩ会長メッセージ■

「ロータリーの徽章をいつもあなたの襟に」

田中 作次 2012-13年度ＲＩ会長

八潮ＲＣ(第2770地区 埼玉県）

私は日本人ビジネスマンであり、ほぼ毎日、背広を

着用します。そして襟には必ずロータリーの徽章を着

けています。それは、ロータリアンであることに誇り

を感じているからです。ロータリーの徽章を着けてい

れば、どこへ行っても、誰が見ても、私がロータリア

ンであることは一目瞭然です。それを目にした人がロー

タリアンであれば、私が友人だとわかるでしょう。徽

章は、ロータリアン以外の人の目にも留まります。そ

れらの人たちみんなに、この徽章の意味を理解してほ

しいと思っています。

ロータリアンの自覚を促すロータリーの徽章

そんなわけで、私は皆さんがロータリーの徽章を着

け、その意味の認識を広めてくださるようにお願いし

ています。徽章を着ければ心構えが変わる、と私は信

じています。言葉を選び、行動に気を配るようになる

でしょう。そして何よりも、世の中のためのロータリ

アンであるという自覚を持つようになるでしょう。

私たちは常に、ロータリーについて人々に伝える用

意をしておくべきです。誰かにロータリーの徽章のこ

とを尋ねられたら、すぐに答えられるようにしておき

ましょう。ロータリーとは何ですか？ ロータリーは

何をする団体ですか？ このような質問に対して、私

たち一人ひとりが明確に答えられる心構えをしておく

ことが大切です。

会員を増やしたい、という理由だけでは、会員候補

者のところへ行って、入会するよう頼むわけにはいき

ません。私たちはその人に、ロータリーが本当に素晴

らしい団体であり、ロータリークラブに入ることでよ

り幸せになれることを伝えなければなりません。

自分がロータリーから受けた恩恵を伝えるために

ロータリーに入会するよう人に勧めることは、その

人のためになることでもあります。私たちは皆、ロー

タリーへの入会を勧めてくれた人に感謝していると思

います。私自身も、ロータリーのおかげで、人生がよ

り幸せで、実り多いものとなりました。八潮ロータリー

クラブに入会した日が、人生においてそれまでとは異

なった方向に歩む第一歩となった日であることは間違

いありません。その日から私は、人とのつながりがさ

らに広がり、より満足が得られ、充足感と平和に対す

るより深い意識を求めるようになったのです。

私はいつも、この気持ちをぜひほかの人たちに伝え

たいと思っています。新会員を連れてくるのもその方

法の一つです。ただしそれは、ロータリーとその活動

の認識を高めることで、また、ロータリーの公共イメー

ジに焦点を当て、日々、ロータリーの徽章を着用する

ことでも、実践されなければならないと思います。

■ロータリーとは■

「ロータリーの誕生とその成長」

２０世紀初頭のシカゴの街は、著しい社会経済の発

展の陰で、商業道徳の欠如が目につくようになってい

ました。

ちょうどそのころ、シカゴに事務所を構えていた青

年弁護士ポール・ハリスは、この風潮に堪えかね、友

人３人と語らって、お互いに信頼のできる公正な取引

をし、仕事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発

展するような仲間を増やしたい、という趣旨でロータ

リークラブという会合を考えました。ロータリーとは、

集会を各自の事務所持ち回りで順番に開くことから名

付けられものです。

こうして１９０５年２月２３日にシカゴロータリー

クラブが誕生しました。それからは志を同じくするク

ラブが、つぎつぎ各地に生まれて、国境を越え、今で

は２００以上の国と地域に広がり、クラブ数３４,４

０４、会員総数１,２３０,５５１人（2012年5月31日R

I公式発表）に達しています。

そして、これら世界中のクラブの連合体を国際ロー

タリーと称します。

このように、歴史的に見ても、ロータリーとは職業

倫理を重んずる実業人、専門職業人の集まりなのです。

その組織が地球の隅々にまで拡大するにつれて、ロー

タリーは世界に眼を開いて、幅広い奉仕活動を求めら

れるようになり、現在は多方面にわたって多大の貢献

をしています。

「日本のロータリー」

わが国最初のロータリークラブは、１９２０（大正

９）年１０月２０日に創立された東京ロータリークラ

ブで、翌１９２１年４月１日に、世界で８５５番目の

クラブとして、国際ロータリーに加盟が承認されまし

た。

日本でのロータリークラブ設立については、ポール・
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ハリスの片腕としてロータリーの組織をつくり、海外

拡大に情熱的に取り組んだ初代事務総長のチェスリー・

ペリーと、創立の準備に奔走した米山梅吉、福島喜三

次などの先達の功を忘れることができません。

その後の、日本のロータリーは、第２次世界大戦の

波に洗われて、１９４０年に国際ロータリーから脱退

します。戦後１９４９年３月になって、再び復帰加盟

しますが、この時、復帰に尽力してくれたのが国際ロー

タリーの第３代事務総長ジョージ・ミーンズでした。

その後の日本におけるロータリーの拡大発展は目覚

ましいものがあります。ロータリー財団への貢献も抜

群で、今や国際ロータリーにおける日本の地位は不動

のものになりました。現在、日本全体でのクラブ数は

２,２８９、会員数は８８,７８９人（2012年10月末現

在）となっています。

(ロータリーの友1月号横版 P1・P4 掲載）

田辺クラブの職業奉仕・社会奉仕・親睦活動を主体

にしている事に大変共鳴しました。

近頃、特に先輩の職業奉仕の様子を目にして強く感

動致しました。

ロータリーの良さを今、ハッキリと感じるようにな

り知り合いにクラブの入会を勧めており、これからも

勧めていきます。

鈴木 和夫 会員
（昭和8年生れ）

（昭和52年6月入会）

会員卓話

「ロータリーに思う」

私が入会した頃は、同年代の会員が少ない方で、殆

ど年配者でした。例会時には成るべく先輩方の席に座

るようにとの事で、会話もして色々教わる事が出来ま

した。会話の中でロータリー用語が判らず大変苦労し

ました。１例として、ＲＹＬＡ(ロータリー青少年指

導者育成プログラム)、ＧＳＥ(研究グループ交換)､ファ

イヤーサイドミーティング(炉辺会談)､ポリオプラス

(ポリオ撲滅活動)

入会間もなく会報委員会に配属され、現在のように

卓話の原稿が頂けなかったので録音テープを聴きなが

ら原稿を作り、写真はポラロイドカメラでした。特に

漢字の間違いがあれば、よく指摘され良い勉強になり

ました。私の方は、小規模の商売なので例会日には約

２時間抜けますので仕事の段取りをやり繰りして出席

しました。

ロータリーの基本理念は、社会奉仕と親睦であり、

プラスアルファとして、自己啓発と自己の向上心であ

ろうかと思います。最近お役所でもコスト意識に目覚

め、費用対効果とか言われ行政改革の一つとしていま

す。

我々は、昼間の貴重な時間と費用をかけての入会で

あるので、入ってよかったと思う様に自己研鑚しなが

ら会員としての務めを果たしたいと思います。又例会

時には、入会の頃にはソングには驚きました。年配の

方々と文部省推薦小学校唱歌や童謡を共に唄って、子

供のころを思いホットな気分になりました。その当時

父子会員は、四，五人在籍していました。私の父も会

員であり、共に唄ったのも今では懐かしく思います。

又、父は例会時に心臓発作で倒れ、運良く会員にお医

者さんが多数居られて適切な処置を受けて、以後２０

年余お陰様で八十八歳迄人生を楽しむことが出来まし

た。それでは本題に移りたいと思います。

入会して２,３年してからですが何でも年配者から

役を依頼されたら断る事が出来なかったので、地区委

員会にピンチヒッターとして出席しました。各クラブ

の動向や会員との意見交換であり、物事に対しての考

え方が良く判り大変勉強になりました。一例として会

員増強の問題になりました。沢山の意見が出まして、

量か質かで意見が分かれました。結局判断するのはあ

なたであり、クラブ全体で議論して考えなさいとの事

が結論でありました。

地区委員会に出席する事は、ロータリアンとして最

もよく知る機会だと痛感致しました。又、クラブ会長

に就任時には、成田幹事・三谷副幹事が、私のパート

ナーとして、クラブ運営がスムースにやって頂き感謝

しています。その当時２６４０地区では色々な行事が

沢山あり、先ず白浜田辺ＪＣ創立３０周年記念式典、

御坊南ＲＣ２０周年記念例会、御坊東ＲＣの認証式、

橋本紀の川ＲＣの認証式があり、我クラブは、目良か

んぽで親睦委員会による、ＲＣについての学習会があ

り、会員の意見交換会があり、お互いが良き勉強する

事が出来ました。４月には田辺３クラブ会長と共に車

で新宮ＲＣ４０周年記念式典へ行き、和歌山クラブと

田辺クラブがスポンサークラブとして私が乾杯音頭を

とりました。式典終了後折り返し、その夜はハナヨホ

テルで１９９０年１０月ベルリンの壁崩壊され東西が

一つになって６年経過して来日したドイツ第１８２０

地区のＧＳＥチームをお迎えしての歓迎会があり、私

田辺３クラブホストクラブ代表して歓迎スピーチしま

した。勿論あとにも先にもない通訳つきでした。通訳

された方は田辺東クラブの隠岐先生のお嬢さんでした。

スピーチの中で私の愛用カメラ(ドイツ製)のローライ

を皆様に披露しました処、大変喜ばれ、私はこのカメ

ラローライと共に、いつか美しい国ドイツロマンチッ

ク街道を旅したいものだとスピーチしました処、ドイ

ツ人特有の人懐こい、美男美女のあの美しい笑顔が忘

れないです。まだ旅は実現できません。

人前でスピーチするには先ず準備でありトレーニン

グである事だと思います。場数をこなして、貴重な体

験と機会を与えてくれた事に大いに感謝申し上げます。

最後に先輩会員より言ってくれました一言。

常に言動に気を付けて、

人に思いやりのあるロータリアンであれ。

有難う御座いました。
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田辺ロータリークラブ創立６０周年記念行事

・記念例会 平成25年4月18日(木) ｼﾃｨﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ

講演 大阪ロータリークラブ会長 松澤佑次様
（田辺市出身 現 住友病院院長）

・物故会員追悼 平成25年4月4日(木)午前10時 宝満寺

・記念ゴルフ 平成25年3月17日(日)
白浜ゴルフ倶楽部(平草原)


